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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第76期

第３四半期連結
累計期間

第77期
第３四半期連結

累計期間
第76期

会計期間
自　2017年　４月１日
至　2017年　12月31日

自　2018年　４月１日
至　2018年　12月31日

自　2017年　４月１日
至　2018年　３月31日

 売上高　　　　　　 　 （百万円） 35,959 37,839 47,942

経常利益　　　　　   （百万円） 2,259 1,179 2,659

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益　（百万円）

1,606 854 2,047

四半期包括利益又は
包括利益　　　　　   （百万円）

2,013 △160 2,873

純資産額　　　　　   （百万円） 44,553 44,468 45,420

総資産額　　　　　   （百万円） 64,187 65,817 66,675

１株当たり四半期
（当期）純利益金額　　   （円）

68.37 36.34 87.16

潜在株式調整後
１株当たり四半期　　　   （円）
（当期）純利益金額

67.99 36.12 86.71

自己資本比率　　　　　   （％） 68.8 66.9 67.5
 

 

回次
第76期

第３四半期
連結会計期間

第77期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2017年　10月１日
至　2017年　12月31日

自　2018年　10月１日
至　2018年　12月31日

１株当たり四半期
純利益金額              （円）

23.42 15.92
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等

については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 

（印刷インキ関連）

第２四半期連結会計期間において、T&K TOKA U.S.A., INC.を新規設立したことにより、連結の範囲に含めてお

ります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 
（１） 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境は、わが国経済は政府や日本銀行の各種政策の効

果により雇用情勢や企業業績の改善が続くなか、個人消費は持ち直し、景気も緩やかに回復しました。また、アジ

ア地域につきましては、中国についての景気は持ち直しの動きに足踏みがみられますが、先行きについては、各種

政策効果もあり、持ち直しに向かうと期待されます。その他アジア地域についての景気は緩やかに回復しました。

印刷インキの需要先であります印刷業界におきましては、オンデマンド印刷、デジタル化の進展により、出版・

商業印刷は、国内・海外ともに縮小傾向にあり、引き続き厳しい状況が予想されます。

特殊ＵＶインキの関係する液晶パネル関連市場は、液晶パネルの価格は下げ止まりの兆しを見せたものの、中国

パネルメーカーの生産拡大によって、液晶パネルの価格が下落しており、ティスプレイ材料へのコストダウン要求

が依然として強い状況です。

このような経営環境の中で、当社の経営理念でありますＴ＆Ｋ（Technology and Kindness＝技術と真心）の精神

に則り、ユーザーニーズに耳を傾け、ユーザーの真に役立つ製品の開発・供給に注力し、よりきめ細かいサービス

に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前連結会計年度における連結子会社の増加により平版インキ

の販売が増加、一般ＵＶインキ及び特殊ＵＶインキの販売が増加したことにより、売上高は378億39百万円（前年同

期比5.2％増）となりました。利益面におきましては、原材料価格の上昇及び販売費及び一般管理費が増加したこと

により、営業利益は６億43百万円（前年同期比62.0％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、

持分法による投資利益３億47百万円、固定資産受贈益１億23百万円、法人税等２億80百万円を計上したことによ

り、８億54百万円（前年同期比46.8％減）となりました。

 
セグメントの業績は、次のとおりであります。　

なお、セグメント別の売上高及び営業利益はセグメント間の内部取引消去前の金額によっております。

①　印刷インキ

売上高は378億34百万円（前年同期比5.2％増）、セグメント利益（営業利益）は６億31百万円（前年同期比

62.4％減）となりました。

②　その他

売上高は37百万円（前年同期比1.2％減）、セグメント利益（営業利益）は６百万円（前年同期比8.3％減）と

なりました。

 
当第３四半期連結会計期間末における総資産については、前連結会計年度末に比べて８億57百万円減少し、658億

17百万円となりましたが、これは前連結会計年度末に比べて、現金及び預金が７億19百万円増加したものの、有形

固定資産が５億70百万円、投資有価証券が５億30百万円、のれんが３億37百万円減少したことによるものと分析し

ております。

負債については、前連結会計年度末に比べて94百万円増加し、213億49百万円となりましたが、これは前連結会計

年度末に比べて、長期借入金が６億44百万円、賞与引当金が３億60百万円、未払法人税等が１億56百万円減少した

ものの、短期借入金が９億21百万円、電子記録債務が３億22百万円増加したことによるものと分析しております。

純資産については、前連結会計年度末に比べて９億52百万円減少し、444億68百万円となりましたが、これは、前

連結会計年度末に比べて、為替換算調整勘定が６億43百万円、その他有価証券評価差額金が４億32百万円減少した

ことによるものと分析しております。

 
（２） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（３） 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、９億60百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2019年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,055,440 25,055,440
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 25,055,440 25,055,440 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2019年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

（２） 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年10月１日～
2018年12月31日

― 25,055,440 ― 2,080 ― 2,073
 

 

（５） 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６） 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

① 【発行済株式】

   2018年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,550,100
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,497,000
 

234,970 ―

単元未満株式 普通株式 8,340
 

― ―

発行済株式総数 25,055,440 ― ―

総株主の議決権 ― 234,970 ―
 

(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株（議決権の数11個）含まれて

おります。また、「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、60株含まれております。

　

② 【自己株式等】

  2018年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ
埼玉県入間郡三芳町竹間
沢283－１

1,550,100 ― 1,550,100 6.19

計 ― 1,550,100 ― 1,550,100 6.19
 

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、1,550,105株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、名称変更により、2018年７月１日をもってEY新日本有限責任監査法人となりま

した。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,895 8,614

  受取手形及び売掛金 ※１  15,996 ※１  16,130

  有価証券 0 0

  商品及び製品 4,354 4,487

  仕掛品 496 309

  原材料及び貯蔵品 2,340 2,529

  その他 719 331

  貸倒引当金 △61 △53

  流動資産合計 31,741 32,348

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 22,491 22,663

   機械装置及び運搬具 19,696 20,290

   土地 7,068 7,034

   その他 4,824 4,783

   減価償却累計額 △30,963 △32,223

   有形固定資産合計 23,118 22,548

  無形固定資産   

   のれん 510 172

   その他 1,130 1,045

   無形固定資産合計 1,640 1,217

  投資その他の資産   

   投資有価証券 9,279 8,748

   退職給付に係る資産 287 370

   その他 622 598

   貸倒引当金 △15 △15

   投資その他の資産合計 10,175 9,702

  固定資産合計 34,934 33,468

 資産合計 66,675 65,817
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  8,335 ※１  8,385

  電子記録債務 2,665 2,987

  短期借入金 2,094 3,015

  役員賞与引当金 14 －

  1年内返済予定の長期借入金 656 643

  1年内償還予定の社債 8 4

  未払法人税等 203 47

  賞与引当金 694 333

  その他 1,684 1,686

  流動負債合計 16,356 17,104

 固定負債   

  長期借入金 2,986 2,341

  退職給付に係る負債 655 667

  その他の引当金 20 22

  資産除去債務 107 108

  その他 1,127 1,104

  固定負債合計 4,897 4,244

 負債合計 21,254 21,349

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,080 2,080

  資本剰余金 2,079 2,079

  利益剰余金 42,155 42,210

  自己株式 △1,383 △1,383

  株主資本合計 44,932 44,987

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 965 533

  為替換算調整勘定 △561 △1,205

  退職給付に係る調整累計額 △340 △260

  その他の包括利益累計額合計 63 △932

 新株予約権 107 128

 非支配株主持分 317 285

 純資産合計 45,420 44,468

負債純資産合計 66,675 65,817
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

売上高 35,959 37,839

売上原価 28,667 30,875

売上総利益 7,292 6,963

販売費及び一般管理費 5,599 6,319

営業利益 1,692 643

営業外収益   

 受取利息 36 51

 受取配当金 65 75

 持分法による投資利益 419 347

 為替差益 － 80

 金利スワップ評価益 2 1

 その他 98 33

 営業外収益合計 622 588

営業外費用   

 支払利息 17 40

 為替差損 29 －

 その他 8 13

 営業外費用合計 55 53

経常利益 2,259 1,179

特別利益   

 固定資産売却益 4 0

 国庫補助金 37 14

 固定資産受贈益 － 123

 投資有価証券売却益 － 0

 その他 0 －

 特別利益合計 42 139

特別損失   

 固定資産売却損 1 0

 固定資産除却損 10 79

 投資有価証券評価損 24 －

 為替差損 43 98

 その他 9 0

 特別損失合計 89 177

税金等調整前四半期純利益 2,211 1,140

法人税等 559 280

四半期純利益 1,652 860

非支配株主に帰属する四半期純利益 46 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,606 854
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 1,652 860

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 222 △432

 為替換算調整勘定 △20 △363

 退職給付に係る調整額 111 82

 持分法適用会社に対する持分相当額 48 △306

 その他の包括利益合計 361 △1,020

四半期包括利益 2,013 △160

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,977 △142

 非支配株主に係る四半期包括利益 36 △17
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

 第２四半期連結会計期間において、T&K TOKA U.S.A., INC.を新規設立したことにより、連結の範囲に含めてお

ります。
 

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

該当事項はありません。
 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

（税金費用の計算）

　当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。
 

 

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 ※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

 受取手形 407百万円 378百万円

 支払手形 12 〃 8 〃
 

　

 　２．受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

(2018年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 76百万円 62百万円
 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日

　　至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日

　　至　2018年12月31日）

減価償却費 1,708百万円 1,890百万円

のれんの償却額 5　〃 31　〃
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日　至2017年12月31日）

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月22日
定時株主総（注）

普通株式 316 13.5 2017年３月31日 2017年６月23日 利益剰余金

2017年11月２日
取締役会

普通株式 399 17.0 2017年９月30日 2017年12月４日 利益剰余金
 

　(注) １株当たり配当額13.5円には、創業70周年記念配当4.5円を含んでおります。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　第２四半期連結累計期間において、譲渡制限付株式の発行により資本金及び資本剰余金がそれぞれ８百万円

増加するとともに、新株予約権の行使により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ７百万円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が2,080百万円、資本剰余金が2,079百万円となって

おります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月21日
定時株主総

普通株式 399 17.0 2018年３月31日 2018年６月22日 利益剰余金

2018年11月２日
取締役会

普通株式 399 17.0 2018年９月30日 2018年12月３日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2017年４月１日　至 2017年12月31日）

 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

印刷インキ

売上高    

 外部顧客への売上高 35,953 5 35,959

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ 32 32

計 35,953 38 35,992

セグメント利益 1,679 6 1,686
 

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生

命・損害保険代理業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,679

「その他」の区分の利益 6

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業利益 1,692
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

印刷インキ事業において、第１四半期連結会計期間から株式会社北陸印刷資材センターの全株式を取得したた

め、連結の範囲に含めております。また、当第３四半期連結会計期間からRoyal Dutch Printing Ink Factories

Van Son B.V. の全株式を取得したため、同社及びその子会社のVan Son Holland Ink Corporation of Americaを

連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては1,118百

万円であります。
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　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日　至 2018年12月31日）

 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

印刷インキ

売上高    

 外部顧客への売上高 37,834 5 37,839

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ 32 32

計 37,834 37 37,872

セグメント利益 631 6 637
 

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生

命・損害保険代理業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 631

「その他」の区分の利益 6

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業利益 643
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（企業結合に係る条件付取得対価の会計処理）

（１）取得原価の当初配分額からの修正内容及び金額

条件付取得対価は、2017年12月31日に行われたRoyal Dutch Printing Ink Factories Van Son B.V.及びその子会

社のVan Son Holland Ink Corporation of Americaの取得において、株式譲渡契約に基づき最終取得対価が決定し

ておりませんでしたが、第２四半期連結会計期間において最終取得対価が決定し、払戻額が確定いたしましたの

で、取得時に変動したものとみなして取得価額を修正し、のれんの金額及びのれんの償却額を修正いたしました。

当第３四半期連結累計期間におけるのれんの修正額は次のとおりであります。

 
　　　　修正科目　　　　　　のれんの修正額

　　　　のれん（修正前）　　 　 478百万円

　　　　　取得費用の払戻　　 　△300百万円

　　　　　修正金額合計　　　　 △300百万円

　　　　のれん（修正後）　　　 　177百万円

 
（２）償却の方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
 至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
 至　2018年12月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額（円） 68.37 36.34

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 1,606 854

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（百万円）

1,606 854

　普通株式の期中平均株式数（株） 23,492,956 23,505,336

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 67.99 36.12

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） － －

　普通株式増加数（株） 130,474 143,128

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

―  ―

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

2018年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………399百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………17円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2018年12月３日

（注） 2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　

 

EDINET提出書類

株式会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ(E01044)

四半期報告書

17/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
2019年２月14日

株式会社　Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉田　英志 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原山　精一 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｔ＆

Ｋ　ＴＯＫＡの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2018年10月１日から

2018年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ及び連結子会社の2018年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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